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2018年から企業の法定雇用率は2.2％となりました。また、2021年4月までに2.3％まで引き上げられることが決

まっています。障害者雇用を推進していく上で、環境におけるユニバーサルデザインは非常に重要です。しかしなが

ら、環境面を整えていくことは費用が伴うことも事実です。

本チェックリストでは、障害者雇用を推進する職場づくりについて確認しておきたい項目を一部抜粋しています。

チェックリストの中には、今すぐ簡単に改善ができる内容もございます。多様な方々がより安心して働ける職場環境

づくりのため、是非ご活用ください。

障害者雇用を推進するために
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チェックリスト（一部抜粋版）

場所 No. チェック項目

特に対象となるユーザー

車いす使用者
（肢体不自由）

視覚 聴覚 精神 知的 発達

出入口

1 □十分な出入口幅が確保されているか ●

2 □扉は引き戸等開閉しやすい構造か ●

3 □扉は窓付き等、人の気配を感じられるものか ●

通路

4 □十分な通路幅が確保されているか ●

5 □床材は滑りにくい素材か（カーペットの場合は、毛足が短いタイプか） ● ● ● ● ● ●

6 □通路上に障害物となるものが置かれていないか（配線・ゴミ箱・観葉植物等） ● ● ● ● ● ●

カードリーダー 7 □カードリーダーの位置は操作しやすい高さか（設置されている場合） ●

机
8 □机の高さと机の下のクリアランスが確保されているか ●

9 □対面式だけでなく落ち着けるスペースが確保された席があるか ● ●

椅子
10 □椅子は高さが調整可能なものがあるか ●

11 □椅子は移乗しやすいタイプのものがあるか ●

パソコン 12 □モニター位置・キーボード位置を調節可能か ● ●

サイン
13 □掲示物は視認性が確保されているか ● ●

14 □UDトーク等、音声情報以外の情報保障があるか ●

スイッチ類
15 □スイッチの高さは立っている人・座っている人の両者から押しやすい高さか ●

16 □コンセントは低すぎない位置に設置されているか ●

コピー機
17 □コピー機は低い位置で操作できるタイプも用意されているか ●

18 □コピー機前に十分なスペースが確保されているか ●

休憩スペース
19 □ソファやベッドなど身体を休められる設備があるか ● ● ● ● ● ●

20 □外側から視線を遮る仕様であり、利用有無を外側からサイン等で把握できるか ● ● ● ● ● ●


